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簡
略
化
し
て
令
和
2
年
度
の 

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

校
友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
の
令
和
2
（2

0
2

0

）

年
度
総
会
は
、
当
初
、
7
月
12
日(

日)

、
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
で
、
総
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
必

殺
切
り
絵
職
人 

“
百
鬼
丸
の
切
り
絵
の
世
界
”）

お
よ
び
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
1
月
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
の
拡
大
、
4
月
か
ら
の
非
常
事
態
宣
言
発
出
、

首
都
圏
に
お
け
る
感
染
拡
大
と
、
校
友
会
本
部

（
神
田
校
友
会
長
）
か
ら
の
「
支
部
総
会
の
開
催

手
法
の
変
更
や
延
期
を
含
め
、
今
後
の
感
染
の

広
が
り
な
ど
に
注
視
し
な
が
ら
ご
判
断
頂
き
た

い
」
と
の
通
達
に
伴
い
、
規
模
を
縮
小
し
て
支
部

役
員
会
を
主
体
に
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
簡
略
化
し
た
総
会
は
、
7
月
11
日(

土)

、

1
4

:0
0

～1
4

:5
0

、
大
宮
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

（JA
C

K

大
宮
）
宇
宙
劇
場
5
階
第
3
集
会
室

で
、
支
部
役
員
他
15
名
で
開
催
し
ま
し
た
（
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
は
中
止
と
し
、
次
年
度
に
順

延
と
な
り
ま
し
た
）。
総
会
は
、
黒
井
登
起
雄
副

支
部
長
（
昭
和
46
年
院
修
土
木
）
の
司
会
、
根
立

浩
司
副
支
部
長
（
昭
和
43
年
経
済
）
の
開
会
の
も

と
、
議
長
を
中
里
繁
夫
支
部
長
（
昭
和
50
年
土
木
）

が
務
め
て
、
左
記
の
式
次
第
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

・
黙
祷 

・
支
部
長
挨
拶 

・
議
案
審
議 

 

第
1
号
議
案
：
令
和
元
年
度
会
務
報
告 

《
柴
崎
重
雄
組
織
部
長
（
昭
和
49
年
商
学
）》 

 

第
2
号
議
案
：
令
和
元
年
度
決
算
報
告 

 

《
橋
北
克
子
副
支
部
長
（
昭
和
55
年
商
学
）》 

 
 
 
 
 
 
 

監
査
報
告 

 

《
関
日
出
雄
監
事
（
昭
和
45
年
国
文
）》 

 

第
3
号
議
案
：
令
和
2
年
度
事
業
計
画(

案) 

 

《
沼
口
伊
一
副
支
部
長
（
昭
和
49
年
経
営
法
）》 

 

第
4
号
議
案
：
令
和
2
年
度
予
算(

案) 

 

《
橋
北
克
子
副
支
部
長
》 

 

そ
の
他
（
役
員
紹
介
な
ど
）
報
告 

 

《
渡
部
俊
彦
本
部
監
事
（
昭
和
40
年
経
営
）》 

 

支
部
総
会
の
審
議
は
、
お
お
よ
そ
50
分
で
終

了
し
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
議
案
の
詳

細
内
容
は
、
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま 

第

17
号
」（
令
和
3
年
発
行
予
定
）
で
掲
載
し
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

校
友
会
本
部
の
「
ア
ド
レ
ス
収
集 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

  

東
洋
大
学
校
友
会
（
神
田
雄
一
会
長
）
本
部
で

は
、『
魅
力
あ
る
新
し
い
校
友
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
実

現
』
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
て
校
友
会
の
活

性
化
と
改
革
を
進
め
る
べ
く
、
今
年
4
月
か
ら

組
織
の
一
般
社
団
法
人
化
を
は
じ
め
、
大
学
法

人
と
の
関
係
改
善
、
校
友
会
運
営
の
IT
化
な
ど

の
道
筋
に
つ
い
て
代
議
員
を
通
じ
た
質
疑
・
回

答
を
繰
り
返
し
行
い
、
校
友
会
改
革
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
9
月
に
は
「
臨
時
支
部
長
会
」

が
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
の
形
式
で
行
わ
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
組
織
運
営
の
IT
化
・W

eb

化

が
す
で
に
始
ま
り
、
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
HP
）

の
改
編
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）
と
と
も
に
、「
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
」
配
信
の
た
め
の
「
メ
ル
マ
ガ
登
録
」

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
（
校
友
の
ア
ド
レ
ス
収
集

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）。「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
は
、
登

録
料
無
料
で
、
定
期
的
（
3
週
間
に
一
回
）
に
「
校

友
の
経
験
」「
役
立
つ
情
報
」「
校
友
特
典
の
あ
る

お
得
情
報
」
な
ど
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

「
メ
ル
マ
ガ
登
録
」
は
、
校
友
会
HP
か
ら
簡
単
に

3
ス
テ
ッ
プ
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

S
tep

1 

校
友
会
HP
の
検
索
（
PC
、
ス
マ
ホ
） 

S
tep

2 

「
メ
ル
マ
ガ
登
録
」
ボ
タ
ン-

ク
リ
ッ
ク 

S
tep

3 

氏
名
、
卒
業
年
度
、
卒
業
学
部
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
読
み
た
い
記
事
な
ど
の

必
要
事
項
の
入
力
と
送
信
ボ
タ
ン
の
ク

リ
ッ
ク
で
完
了 

 

PC
、
ス
マ
ホ
（an

d
ro

id

、iP
h
o

n
e

、iP
ad

）
な

ど
を
お
持
ち
の
支
部
校
友
の
皆
様
は
、
積
極
的

な
「
メ
ル
マ
ガ
登
録
」
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉
県
東

部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、
企
画

案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情
報
を
、

支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、
不
定

期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。
速
報

情
報
は
、
支
部
役
員
お
よ
び
会
員
の

皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を
写
真
と

と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電
子
版
と

し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
部

のE
-M

ail

登
録
会
員
の
皆
様
に
配
信

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
登
載
致
し
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

 
 

支
部
広
報
担
当 

 

黒
井
登
起
雄
（
副
支
部
長
） 

 

 中里繁夫支部長の開会挨拶 

 

 令和 2年度支部総会集合写真             支部総会の審議状況 


